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要約:教養教育科目の心理学の受講生270名を対象に, 80項目からなる日本版STCBを実施し,

心理学に関連する知識の誤り(misconception about psychology)を調査した｡その結果, 80項目

の中で, 50%以上の誤りが認められた項目数は37にのぼり,平均誤答率は45.8%であった.これま

での報告と同様に,小さな心理学者(新入生)は入学時点において多くの誤りを身につけている

ことが示された｡また項目の内容を領域ごとに分析すると,感覚知覚の領域の誤答率が高いこと

が示された｡これらの誤答率に対して,被調査者の諸特性すなわち所属学部,心理学への興味関

心の度合いは影響を与えていないことも示された｡

加えて,心理学をすでに受講した経験のある2年生以上の学部生115名(Ⅰ群)についても同様

の検査を実施した｡平均誤答率のみならず誤りの多い項目内容についても,新入生と類似の結果

が得られた｡心理学の受講経験が心理学に関連する知識の誤りの是正に十分に生かされていない

ことが示された｡さらに心理学の受講経験を持たない2年生以上の学部生43名(Ⅱ群)にも同様

の調査を実施した｡その結果, Ⅰ, Ⅱ群の結果は類似しており,前記の結果をさらに基づけると

ころとなった｡また,確信度の評定を導入したことにより,誤答率に加えて誤答のタイプに関す

る情報を利用できるようになった｡

これらの結果は,教養教育科目の心理学の今後の授業改革に貴重な提言をもたらすものである｡
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はじめに

教養教育(旧一般教育)科目としての｢心理学+も他教科と同様に,教養教育の見直し

の中でその改革を迫られてきた｡著者の所属する大学においては,まず通年4単位の授業

を,半期2単位の授業に分割し,科目名を｢心理学A+, ｢心理学B+と変更した｡次に,

この科目名をそれぞれ, ｢こころの働き+, ｢こころの世界+と変更した｡受講生にとって

書心理学教室(Dep. of Psychology)

なお,平成9年10月1日より教育人間科学部学校数青草座に所属が変更となるo
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より親しみの持てる科目をめざし,さらに｢教養教育の心理学+の改革の具体的な証とな

ることを考慮したものであった｡しかし,単位の分割と科目名の変更が即従来の講義内

容の変更をもたらしたわけではなく,形式的な改革に終わったとの評価もあった｡そこで,

実質的な改革をはかる目的で,次年度からは,内容を特化した｢精神分析入門+や｢楽し

い心理学実験+を新設するとともに,従来型の｢心理学+の講義内容についてもその見直

しを計っている｡

現在,教養教育の心理学関連科目の受講者数は,教養教育の単位数の削減あるいは広域

化にも関わらず依然として高い水準を維持している｡受講生の興味･関心の高さは,授業

担当者にとって責任の重さとともに大いなる励みともなっている｡

教養教育の受講生の大部分は,これまで心理学の講義を正式に受けた経験を持っていな

い｡その意味では,心理学に対して白紙に近い状態にあるとも考えられる｡しかし実体は

異なる｡彼らは自らの体験に裏打ちされた,いわゆる｢/トさな心理学者+なのである｡た

だし,この｢小さな心理学者+が身につけた心理学とは｢通俗的心理学(lay

psychology)+とも呼ばれ,多くの誤り(misconception)を含んでいる.

心理学教育の主要な目的の一つは,この｢通俗的心理学+を点検し,その誤りを正すと

ころにある(福田, 1989)｡したがって,開講にあたって,受講生がどのような誤りを有

しているかを知ることは,心理学の教育を展開して行く上で重要なことの一つであり,こ

れまでもその調査が行われてきている｡

古くはⅢo11yand Bu∑ton (1950)が,大学の新入生を対象にして, 100項目からなる

NorthwesternMisconcep也onsTest (NMT)を実施し,かなりの数にのぼる誤りが存在す

ることを報告している｡同様にして, Vaugb皿(1977)はNMTから唆昧項目を削除し,

80項目からなるTestofCommon Beliefs (TCB)を実施した｡また, Lamal (1979)は

TCBの中から妥当性を欠く4項目をさらに削除したShortTCB (STCB)を実施した.前

者では22項目が,後者では23項目において,学生の過半数が誤りを示すことが報告され

た｡日本では,福田(1987)がSTCBに新たに4項目を加えた80項目からなるテストを実

施し,日本の学生についても先行研究と同様の誤りが示されることを報告した｡日米の大

学生に共通する誤りとして,感覚知覚,記憶･学習,発達さらには心理学の定義に関する

項目が含まれていた｡その一方で,精神医学あるいは精神分析に関する項目については,

両国間に違いが見い出された｡両国の社会文化的環境の違いが誤りと関連することが示唆

された｡したがって,日本の大学生を対象にして心理学に関連する知識の誤りを検討する

場合には,日本の学生に適しない項目あるいは意味をもたない項目を削除するとともに,

日本に特有の内容たとえば"血液型と性格との関連”等を追加することが求められた｡な

お,これらのテストでは,項目の内容について"真''か"偽”かの強制選択法が採用され

ていた｡

福田(1988)は, STCBの80項目の中から,日本の学生に適さか項目,またその真偽

について疑問が皇された項目(Ruble, 1986)を削除し,新たな項目を加えた日本版STCB

を作成した｡さらに,各項目の真偽の判断に際して, Gardner皿dDalsing (1986)にな

らって第三の判断カテゴリー(真偽いずれか判断できない)を使用できる改訂を行った｡
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強制選択法による偶然の判断を回避する工夫であった｡調査が学期末に設定されたため,

その時点での誤りの把握とともに,同一の被調査者の新学期開始時点での誤り(福田,

1987)との比較もなされた｡その結果, 1年間の受講で誤りが減少した項目がある一方で,

ネの減少が認められない項目も数多くあることが見い出された｡後者については,教育担

当者にとって予想外の結果であった｡しかし, McEeacbie (1960), Vaugb弧(1977)は,

ある種の誤りは,講義を受けても516%程度しか改善されないことをすでに指摘していた｡

同様にGutman (1979)ち, 6.3%の改善しか認められないとの報告をしている｡また,

Gardner and Dalsing (1986)は,大学で学習を積み重ねて行く中で,誤りは減少して行

く傾向にあるが,その減少は2年生以降にならないと顕著に認められないこと,さらには,

心理学の複数の授業を受講しないとその減少が認められないことを報告している｡

さらに, Griggsand Ransdell (1987)は,高校での心理学の受講体験が大学での心理学

の受講にあまり大きな影響を与えないことを示し, CarstensandBeck (1986)ち,大学

の心理学の成績が高校の心理学の成績とは関連を持たず,むしろ自然科学の成績と関連す

ることを示している｡いずれにしても心理学の履修が即心理学に関連する知識の獲得には

つながらないことを示していた｡裏をかえせば, ｢小さな心理学の誤り+を解消すること

が意外な程難しいことを示す報告であり,心理学教育を展開して行く上で考慮すべき点で

ある｡加えて,心理学に関連する知識の獲得が,他の科目の履修によってはじめて可能に

なるとの指摘にも十分に配慮する必要がある｡

受講生である｢/トさな心理学者+のこれまでの体験あるいは現在の興味･関心がその所

属する社会文化に強く規定されることはすでに指摘した通りである｡それとともに,彼ら

が生まれ育った時代にも強く規定されることも予想される｡たとえば,現代の若者の新興

宗教への関心,神秘主義,あるいは占いなどへの傾倒はこれまでに類を見ず,さらには受

験競争の若年化あるいは少子化などの社会現象は,かっての世代が未経験なものであり,

世代間格差を拡大する要因ともなってきている｡

日本における福田(1987)の研究からすでに10年が経過し,その間の社会情勢の急激

な変化さらにはそれに基づく世代間格差の拡大を考慮するならば,現時点での実態調査の

実施が強く求められることになる｡また,冒頭に触れた教養教育の改革が実をあげるため

にも現在の大学生の心理学に関連する知識を正確に把撞することが求められる｡

そこで本研究では,福田(1987)の日本版SCBTの項目に今日的問題を加えた上で,新

入生における心理学に関連する知識の実態を調査することを目的とする｡また,共通する

項目を利用して,この10年間に見られる知識の誤りの変遷等についても比較検討する0

さらに,新入生に加えて, 2年および3年生についても同様の調査を行い,心理学受講

の経験がどの程度誤りの軽減に寄与しているかについても検討する｡



218 福 田 幸 男

調査1

嗣査日時:平成9年4月下旬

調査対象:首都圏の国立大学生270名

訳査の実施:教養教育科目の心理学の受講生を対象として,担当教官の指示のもとに調査

を実施した｡附表1に示すような80項目のそれぞれの内容の真偽を聞い,さ

らに各回答に対する確信度を5段階で評定させた｡調査に要した時間は平均

20分であり,調査用耗をその場で回収した｡

嗣査項目:福田(1988)の日本版SCBTの鮒項目の中から,現状で不適切あるいは唆味

な意味内容の11項目を削除し,その一方で,現在の学生の関心を反映する

内容の11項目を追加した｡したがって日本版SCBTと重なる項目(共通項

目)は69項目であった｡また,共通項目の一部でその趣旨を変えない範囲

で字句の訂正を行った｡全項目とも正しい回答は｢偽+であった｡

確信度: 既述のように日本版SCBTでは,項目内容の判断に際して,真偽に加えて,

第三の判断力テゴリーを導入した｡第三の判断カテゴリーの利用は結果的に

は80項目の平均で7.80%と低く,従来の真偽法(臭か偽かの強制選択法)

を用いたテスト結果とも比較可能な範囲内に収まった｡しかし,調査実施後

の被調査者とのやりとりの中で,それぞれの判断に対する確信度が重要な情

報を担うとの指摘がなされた｡同じ｢真+という回答でも｢自信をもって真

と判断した+場合と, ｢自信はないが其と判断した+場合では意味が異なる｡

これらをどのように実際のデータ上に反映させるかが課題となった｡そこで

本研究では,従来の｢真偽法+に復帰した上で,それぞれの判断に対する確

信度を5段階で評定することでこの間題に対応することにした｡ 5段階の評

定方法については,調査用紙に記載するとともに,調査開始前に担当者が黒

板を使用して説明を加えた｡

集計と分析:回収した調査用紙について,記入漏れ等の点検を行った後, PC用のSPSS

6.1.3Jforwindowsにより処理を行った.

結果

調査1は,教養教育の心理学をこれまで受講したことのない新入生を対象とし,その心

理学に関連する知識の誤りを分析することを目的とした｡結果の分析に先立ち,被調査者

270名の中から,心理学の受講経験がない新入生であり,かつその所属する学部(教育,

工学,経済,経営)間に数の上で大きな偏りがないように配慮しながら125名を抽出した｡

これは,所属学部が入学時の学生の背景要因として重要である点,さらには福田(1988)

の報告で学部間格差が指摘された点を考慮したためである｡抽出にはランダムサンプリン

グを行った｡その後,以下の点について分析を行った｡
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1.真偽法による誤答率の算出

今回の調査の結果の全体像を探るために,まず全80項目に対する誤答数と誤答率を算

出した｡その結果,全80項目に対して,被調査者平均で45.8% (36.6項目)の誤りが見い

出された｡直接比較することはできないが,ほぼ同内容の福田(1988)の調査での誤答率

は41.4%であった｡

次に,各項目別及び領域別誤答率の分析を行った｡なおこれ以後は,誤答率を分析の主

対象とした｡

(a)項目別誤答率:個々の項目に対する誤答率を算出し,その結果を附表1に示す｡

誤答率が50%を越す項巨=ま37であった｡その中から特に誤りの多い項目(70%以上)と

誤りの少ない項目(15%以下)を,表1に示す｡

表1誤りの多い項目と少ない項目(心理学を受講した経験のない1年生)

【誤りの多い(誤答率70%以上)項目]

#S* 確信度 】貫目

(93.0)

(88.3)

(86.7)

(85.9)

(85.9)

(85.9)

(85.9)

(84.4)

(82.8)

(7l.9)

(77.3)

(75.0)

(_72
･7
)

(71.9)

(70.9)

3.22

2.75

2.43

2.S5

2.62

2.I6

2.14

2.68

2.17

1.62

2.13

2.16

1.62

230

1.38

5.目の見えない人は､触覚器官が非常に敏感である｡

19.ニワト9やアヒルに見られる追従行動(親の後を適う行動)は適伝的に規定されたものである｡

74.肺癌と喫煙との高い相関関係は.タバコが肺癌の原因であることを意味する｡

25.天才と狂人とは耕一重である｡

31.千どもは大人よりずっとたやすく記憶できる｡

36.強く動機づけられる場合ほど,難しい問題でも解決できる｡
75.心理学者は心の研究者である｡

20.原始的な社会に住む人の方が文化的な社会に住む人よりも視覚や聴覚において庸れている｡

27.蘇生児にとって幸運なことは.人(母親)が強い母性本能を有した生き物であるということである｡

60. ''心の研究''というのが､今日のや理学の最も簡潔な定義である｡

ll.乳児に特別な刺激(動くあるいは音のでるおもちやなど)を多く与えることによってその知能を飛

躍的に伸ばすことができる｡

70.忘却の主な原因は､紀憶痕跡が時間とともに薄れて行くことにある｡

42.催眠状態にある時､人は普段見せることのない力を出すことができる｡

64.赤い色が最も雄牛を怒らせる｡

53.神経症は精神病の1種である｡

[誤りの少ない(誤答率15%以下)項目]

S%* 液借度 項目

33

I.8

0.2

9.4

9.4

7.8

7.0

63

( 63)

( 3.9)

2.66

2.55

2.49

3.29

2.87

2.86

2.56

2.92

2.69

2.86

58.知的に非常に康れた子どもほ､普通の子どもより俸が帯く,病気にかかりやすい傾向がある｡

SO.心理学では人以外の動物の行軌を研究の対象とはしない｡

38.帝の広い人は知能が高い｡

18.嘗己億は古いものほど忘れる｡

48.14TJ<ての人はその能力において平等に生まれついている｡

17.新生児は､ものを見たり開いたりすることができない｡

16.精神分裂病の患者に社会裸婦の違はな(
､その生渡を病院で過ごさなけれぱならない｡

52.子どもの時に欲求不満を体験しないように保沸された人ほど.大人になってからの欲求不満によく

耐えられる｡

61.恐怖は正常なものであるが,不安は異常なものである｡

23.心理学が正常な人に貢献できること比ほとんど無い｡

(注)表中の確信度はClを示す｡ C2については附表1を参照のこと｡
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(b)領域別誤答率:全80項目をその内容から9領域に分類し,領域別誤答率を算出し,

表2にその結果を示した｡それぞれの領域に含まれる項目数が異なるため,平均誤答率で

比較を行った. 80項目の平均誤答率が45.8%であったことから,感覚知覚,動機づけ,学

習･記憶の領域,特に感覚知覚領域で誤りが多いことが明らかになった｡

表2 領域別誤答率

額域 調査1 調査2

(Ⅰ群)(Ⅱ鮮)

心理学の定義(10項目) 0.40 0･4?0･47

生物学的基礎(6項目) 0.4l 0.400.39

発達(5項目) 0.30 0.310.36

感覚知覚(6項目) 0.70 0.750.72

学習･記憶(7項目) 0.50 0.440.51

動機づけ(9項目) 0.54 0.550.53

知能(ll項目) 0.43 0.420.43

性格(10項目) 034 0.33037

臨床(15項目) 0.47 0.480.47

(注1)項目74は除外した｡

(注2)調査1 (N-125),調査2のⅠ群(N-115)

調査2のⅡ群(N-43)

2.確信度を加味した誤りの評価

これまでの分析では,仝80項目の内容の真偽を強制選択法で判断させ,

算出した｡次に,それぞれの判断に対する確信度を加味した分析を行った｡

その誤答率を

真偽いずれか

と判断しても,その確信度が高い項目と低い項目があり,その差違を検討することを目的

とした｡確信度については5段階で評定を求めたが,確信度の高い傾から4, 3, 2, 1, 0

と得点化し,分析を行った｡

最初に,その判断の確信度の評定平均(Cl)を算出した｡仝80項目の平均は2.27 (SD

0.46)であった｡項目別に見ると, 18 (3.29), 5 (3.22), 52 (2.92), 29 (2.90), 48

(2.87),17
･ 23 (2.86),25 (2.85), 13 (2.84),27 (2.75)でその平均値が高く,判断に

際して高い確信度を有していたことになる.逆に33 (1.34), 73 (1.44), 41 (1.50), 79

(1.56),49 (1.58),45 (1.59), 57 (1.60),41
･ 60 (1.62),5.7 (1.64)はその平均値が

低く,判断に必ずしも確信が持てない項目であった｡

次に判断の正誤を考慮して,確信度と判断の結果の積(C2)を算出した｡判断が正しか

った場合には1を,誤った場合には-1を確信度に乗じた. C2の絶対値および正負の符号

より次のことが予測できる｡すなわち,正の値でかつ絶対値が大きくなればなるほど,高
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い確信度で結果として正しい判断を下したことを意味する｡一方,負の嘩で絶対値が大き
くなればなるほど,高い確信度を持って判断を下したものの,実際には誤った判断であっ

たことを意味する｡これが本調査で問題にする典型的な誤りに該当する｡たとえば,項目

5 (-2.29)は,高い確信度を持って判断したものの,それが誤っていた代表例にあたる｡

同様のケースは25 (-2.29),19 (一2.17),31 (-2.16), 74 (-2.10),20 (-2.10)が該当する｡

これらは項目別誤答率でも誤りの上位を占めたものであった｡これらの項目は,その確信

度の高さゆえ,他の項目と比較して誤りの改善が難しいと予想される｡一方, 25と同じ

誤答率を示しながら36と75はそれぞれ-1.69と-1.73であった｡これらは確信度が相対的に

低いことから誤りの改善がそれほど難しくないと予想される｡

さらに,確信度の高さと判断の誤りとのずれの程度を評価する指標としてC3 (Cl-C2)

を算出した｡この指標は典型的な誤り項目を抽出するためのものであり,項目5 (6.02),

25 (5.14),19 (4.92),20 (4.78), 31 (4.78), 74 (4.53)が上位を占めた.上記のいずれ

の指標(実際には密接に関連している)を用いても典型的な誤りを示す項目が-敦した｡

3.誤りの比率を規定する要因

1の分析で誤答率の高い項目あるいは誤答率の高い領域が明らかになり, 2では確信度

との関連で,いわゆる典型的な誤りの評価が行われた｡最後にこれらの誤りを規定する被

調査者の要因について検討した｡独立変数としてまず"心理学への興味関心の程度''を取

り上げ,分散分析を行った｡従属変数には,全項目に対する誤答率および領域別誤答率を

使用した｡興味関心の程度については4段階で評定を求めたが, ``全くない”と回答した

者がいなかったため, "非常に”, "かなり”, "少し”の3段階の評定となった｡その結果,

いずれの従属変数に対しても,興味関心の程度による差は認められなかった｡なお,興味

関心の痩度に関する学部間の差も認められなかった(F-0.764,df-3/127)0

次に所属学部を独立変数として同様の分散分析を行った｡すでに述べたように,所属学

部の遠いを被調査者の重要な背景要因と考えたからである｡その結果,全80項目の誤答

率および"心理学の定義''に関する誤答率に有意差が認められた(F-3.184, dft3/121, p<

0.05; ど-2.89, df≧3/123,P〈O.05) 0 Tukeyの多重比較の結果,いずれの場合においても工学

部の学生が他学部に対して5%水準で有意に誤答率が低いことが示された｡他の領域で学

部間の差が認められなかったことから, ``心理学の定義”に関する誤答率の差が全体の結

果をも規定したと想定される｡

調査2

調査日時:平成9年4月下旬

駒圭対象:首都圏の国立大学生163名

嗣査の実施:教職科目の学習心理学の受講生を対象として, 担当教官の指示のもとに調査

を実施した｡調査に要した時間は平均20分であり,調査用紙をその場で回

収した｡調査項目および他の実施条件は調査1と同様であった｡
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集計と分析:調査1と同様に回収された調査用紙について記入漏れ等の点検を行った後,

PC用のSPSS 6.1.3Jforwindowsにより処理を行った｡

結果

結果の分析に先立ち,心理学の受講経験があり,かつ所属学部が同一の2, 3年生115名

(Ⅰ群)をまず抽出した｡その後,受講経験が無いことを除いてはⅠ群と同一の被調査者

43名(Ⅱ群)を抽出し,調査1と同様の分析を行った｡

1.某偽法による欝筈率の算出

調査1と同様に,結果の全体像を探るために,まず全80項目に対する誤答数と誤答率を

算出した｡その結果,心理学の受講経験のあるⅠ群の平均誤答率は45.6% (36.5項目)で

あった｡また心理学の受講経験のないⅡ群の平均誤答率は47.0% (37.6項目)であり, Ⅰ

群との間に有意差は認められなかった(t=0.75,脹156)0

(a)項目別誤答率: Ⅰ群の項目別誤答率を算出し附表1に結果を示した｡ 50%以上の誤り

が見い出された項目は37にのぼった｡特に誤りの多い項目と逆に誤りの少ない項目を表3

に示した｡ここでも調査1とほぼ同様の結果が得られた｡誤りの多い項目として共通して

いるのは5, 19, 74, 25, 31, 36, 75, 20, 27, 60, ll, 42, 53であった｡また, 54 (夜

尿症)および47 (知能の環境論)は調査1ではリストアップされなかった項目である｡

誤りの少ない項目も同様の結果であり, 8 (記憶), 3 (新生児の個人差)を除けばすべ

て調査1と共通していた｡なお,新しく追加した項目に対する誤答率についても上述の47,

53を除いては調査1と同様の結果であった｡

続いて, Ⅱ群の項目別誤答率を算出し, Ⅰ群との比較を行った｡その結果,項目25

(95･7%vs･ 81･8%, x 2.-8･22, di=1, p<0･01)
,項目45(60･3%vs･79･5%,

x
2

-5･21, dj=1, p<0･05),

項目62 (73.3%vs. 50.0%, x 2=7.80, df=1,p<0.01),項目70 (68.1%vs. 88.6%, x 2=6.94, df=1,

p<0.01)においてのみ誤答率に有意差が認められた｡

(b)領域別誤答率: Ⅰ, Ⅱ群の領域別誤答率を算出し,その結果を表2に示した｡ここで

も調査1と極めて類似した結果が得られ,感覚知覚,動機づけ,学習･記憶の領域特に感

覚知覚領域で誤りが多いことが明らかになった｡

さらに両群間の領域別誤答率の差の検定を行ったところ,学習･記憶においてのみ有意

差が認められた(t-2.27, df=158, P〈O.05).
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表3 誤りの多い項目と少ない項目(心理学を受講した経験のある2, 3年生)

[誤りの多い(誤答率70%以上)項目]

釈答率 強情度 項目

(95.7)

(95.7)

(8S.8)

(88.8)

(88.8)

(84.5)

(84.5)

(82.8)

(81.9)

(81.9)

(78.3)

(77.6)

(75.0)

(74.1)

(73.3)

(7l･6)

312

2.82

2.70

2.64

2.03

2.28

2.39

2.46

l.97

1.86

1.49

I.83

I.53

2.25

1.69

1.45

5.目の見えない人は,触覚器官が非常に敏感である｡

20.原始的な社会に住む人の方が文化的な社会に住む人よりも視覚や聴覚において優れている｡

19.ニワトリやアヒルに見られる通従行動(親の後を追う行動)は遺伝的に規定されたものである｡

25.天才と狂人とは紙一重である｡

75.心理学者は心の研究者である｡

27.新生児にとって幸運なことは､人(母親)が強い母性本能を有した生き物であるということである｡

74.肺癌と喫煙との高い相関関係は､タバコが肺癌の原因であることを意味する｡

31.子どもは大人よりずっとたやすく記憶できる｡

ll.乳児に特別な刺激(動くあるいは音のでるおもちやなど)を多く与えることによってその知能を飛

珪的に伸ばすことができる｡

36.強く動機づけられる場合ほど､難しい問題でも解決できる｡

53.神経症は精神病の1種である｡

54.夜尿症(おねしょ)は心理的要因が原因である｡

42.催眠状態にある時,人は普段見せることのない力を出すことができる｡

47.知能ほ生まれた後の環境(経験や学習を含む)によって規定される｡

62.自閉症や精神分裂病などの心の病は､たいがい親子間の相互作用の失敗にその原因を帰することが

できる｡

60. '`心の研究''というのが､今日の心理学の最も簡潔な定義である｡

[誤りの少ない(欝筈率15%以下)項目]
娯答率 確借度 項目

(12.9)

(12.1)

(ll.2)

(10.3)

( 9.5)

9.5

7.8

7.8

5.2

4.3

2.6

2.44

2.48

2.30

2.52

2.50

2.59

2.‡1

2.63

2.42

2.39

2.97

48.すべての人はその能力において平等に生まれついている｡

38.額の広い人は知能が高い｡

8泡憶Iま古いものほど忘れる｡

3.新生児の気質や行動に先天的な違い(個人差)は艶められない｡

52.子どもの時に欲求不満を体験しないように保凍された人ほど､大人になってからの欲求不満によく

耐えられる｡

5呈.知的に非常に優れた子どもは､普通の子どもより体が弱く､病気にかかりやすい償向がある｡

17.新生児は､ものを見たり開いたりすることができない｡

80.心理学では人以外の動物の行動を研究の対象とはしない｡

6l.恐怖は正常卑ものであるが,不安は異常なものである｡

16.精神分裂病の患者に社会復帰の道吐な(
､その生涯を病院で過ごさなければならない｡

23.心理学が正常な人に貢献できることはほとんど無い｡

(注)表中の確信度はClを示す｡ C2については附表1を参照のこと｡

2.確信度を加味した誤りの評価

調査1の分析と同様に,確信魔の評定の平均(Cl),および判断の正誤を含めた誤りの

指標C2とC3を算出した｡その結果,確信度が高いにも関わらず結果としては誤った判断

を下した項目は, C2を指標とするならば, 5 (-2.96),20 (-2.61),19 (-2.23),25 (-2.10),

31 (-1.85),27 (-1.78),74 (-1.77)であった｡その結果はC3を指標にしても同様であっ

た｡ちなみにⅠ群の確信度の評定平均は2.05であり,調査1の2.23より低くかった｡一般

に学年が進行するにつれ判断を慎重に下す傾向があり,確信度にも影響を与えたことが予

想される｡また,評定の個人差を考慮するならば,確信度の個人別標準得点の使用を今後

は考慮する必要があるかもしれない｡

3.誤りの比率を規定する要因

調査1においては, "心理学への興味関心”あるいは所属学部を独立変数として分散分

析を行い,誤りとの関連を検討した｡調査2では,所属学部を統一したため,心理学への
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興味関心と心理学受講経験の有無を独立変数として取り上げることにした｡心理学への興

味関心については, "全く関心がない”と回答した者が2名であったため,事実上は3段階

の評定となった｡分散分析の結果,いずれ領域においてもその誤答率に有意差は認められ

なかった｡また,心理学経験の有無について2群問の比較を行った結果, "学習･記憶''

の領域においてのみ経験者群( Ⅰ群)の誤答率が有意に低い結果を得た(t-2.27, df=158,

p<0.05)0

4.嗣重1と嗣圭2の比較

最後に調査1および調査2で得られた誤答率の比較を行った｡調査1および調査2のⅠ,

Ⅱ群との間には,全項目に対する誤答率に有意差は認められなかった(F=0.31,

dL=2/280)0

次に調査1と調査2のⅠ群との問で,各項目間の誤答率の比較を行った｡項目3 (x2

-10.5, d良1, p<0.01),項目20 (x2 -8.47,
dL-1,
p<0.01),項目50 (x

2

-9.20, df=1, p<0.01),

項目55 (x2=4.26, df-1, p<0.05),項目62 (x2-4.17, df-1, p<0.05),項目71 (x2=4.38,

df=1,p<0.05)に有意差が認められた(附表1参照)0

領域別誤答率についても3群間の誤答率の差の検定を行った｡その結果, "学習･記憶”

の領域においてのみ有意差が認められた(F-4.52,df-2/285, P〈O.05)oTukeyの多重比較の

結果, 5%水準でⅠ群が他の2群よりも誤答率が低いことが認められた｡ちなみに教育学部

の学生のみを対象にして, 3群間の誤答率の差を検定した結果も, "学習･記憶''の領域

においてのみ有意差が認められた(F-4.92, df-2/190, P〈O.01)0

考察

心理学を受講したことのない新入生を対象として,その心理学に関連する知識を調査し

た(調査1)｡仝80項目に対する誤答数(誤答得点)は36.6であった｡直接比較はできな

いものの, Gutman (1979)では45.5, bmal(1979)では44.49,福田(1987)では34.69

という値が報告されている｡今回の結果を誤答率で示すと45.8%であり,ほぼ半数に近い

項目で誤りが見いだされたことになる｡また,誤答率が50%を越す項目も37 (46.3%)を

数え, bmal(1979)の22項目をはるかに上回っている｡誤答数あるいは誤答率の絶対値

は,調査項目の構成によって変動するものであるが,いわゆる｢/トさな心理学者+が心理

学に関連する知識に関して多くの誤りを身につけていたことは確かであった｡教養教育に

おける心理学の教授が彼らの誤りを的確に正すことを目的とする正当性があらためて裏づ

けられたことになる｡

福田(1987, 1988)との比較を通して,この10年間における誤りの変遷についても検

討を行ったが,誤りには共通したものが多く,特にその誤りの多い項目と逆に少ない項目

(表1)では,ほぼ一致した結果となった.これらは当初の予想を覆すものであり,時代

の影響を受けない恒常的な誤りが存在することが示唆された｡表現を変えれば,社会に根

強く残る人間観が存在することが示唆された｡また, "血液型と性格”, "星占いや手相”,
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"超心理学''等,新入生が関心を抱くと予想した追加項目の誤答率は低く,的確な判断を

下したことが示された｡高い興味･関心が必ずしも誤解や偏見に結びつかないことを示し

ているが,これをもってこの種の誤りが少ないと結論づけるのは早計である｡項目内容の

吟味さらには項目数の増加などの工夫が今後必要である｡

領域間の誤答率の比較の結果,感覚知覚の領域で誤答率が高い結果を得た｡これも先行

研究に一致するものである(福田, 1987)｡ただし,項目内容を吟味して行くと,領域を

重複する項目もあり,必ずしも適切な分類とならない項目もあった｡今後項目内容の精選

をはかる必要がある｡

調査2では,心理学をすでに受講した学生を対象に,その受講経験が誤りの是正に何ら

かの効果をもたらすかをまず検討した｡調査2のⅠ群を分析した結果,調査1と極めて類

似の誤りが見い出された｡この結果は,心理学の受講経験が即心理学に関連する知識の獲

得に結びつかないとする先行研究(McKeachie,1960;Vaughan, 1977;Gutman, 1979)と一致

するものであった｡また,心理学の受講経験をもたない調査2のⅢ群も,調査1および調

査2のⅠ群と類似の誤りを示し,上記の結論をさらに確かなものとした｡心理学の教授に

あたっては,受講者の誤りを是正するための工夫と,それが定着するための工夫が今後求

められることを強く示唆する結果であった｡

本研究で使用した日本版STBCでは,判断の確信度を導入した｡確信度の導入によって,

たとえば,誤りのタイプをきめ細かに論ずることができるようになった｡本調査において

注目される誤りは, "高い確信度を持つ判断”に生じたケースである｡項目5の｢日の見

えない人は触覚器官が非常に敏感である+はその代表例であり, 93%の被調査者が,高

い確信を持って｢正しい+と答えている｡一般に,確信度が高い場合,その判断を変える

のは容易ではなく,心理学の教授に工夫が求められる｡しかし同じ誤答率でも確信度が低

い場合は判断を変えるのは容易である｡なぜなら,自分の判断に自信が持てないからであ

る｡このように確信度を導入することにより,誤りのタイプを判別し,それに応じた教授

法の選択ができるようになる｡

最後に,福田(1988)がすでに指摘しているように,日本版STCBはまだ完成されたも

のではなく,項目の吟味を今後とも続けて行かなければならない｡特に項目内容の精選と,

表記の問題が課題となる｡心理学の専門用語の使用は,小さな心理学者にとって判断の誤

りを増加させる一要因となり,現にその指摘もあった｡一方で,内容を正確に伝える為に

はどうしても専門用語の使用が求められることがある｡そのジレンマをどう解決して行く

かが課題である｡

心理学への高い興味関心を持って受講する新入生に対して,教える側として十分な責任

を果たす為にも彼らの誤りの分析と適切でかつ効果的な教授法の工夫が今後とも期待され

るところである｡
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教養教育の心理学受講生のmiscorlCeptions(3)

･附表1調査項目及び結果(誤答率と確信度)

以下の各文を淀み､それぞれが正しいことを述べているかどうかを判断して下さい｡正しいと思っ

たら文碑oL左の( )内に○を､また､誤りだと思ったら×をつけて下さい｡その上で､それぞれの

判断に対する確信皮を5段階く'一絶対に自信がある”を5, ``かなり自信がある''を4､ ``まあ自信

がある”を3､ ''少しだけ自信がある''を2､''まったく自信がない吋を1とする)で､文頼の右の

( )内に氾人して下さい(例を参府のこと)o正しい文,誤りの文のどちらかが多すぎる､あるい
は少なすぎるということにはとらわれず各文の正誤のみ判断して下さい｡

例 (○) (4) 刺さ手は先天的に塀定される｡

判断 確信度

I.標準的な知能指数の子どもの扱うが､それが高い子どもより創通性に富む償向がある｡

2.人の日を見ようとしない人iま信用できない｡

3.新生児の気質や行動に先天的な違い(個人差)は認められない｡

4.鰭力が平均より低く,学校で失敗ばかりしている子どもは､何かを成し遂げることに極

めて憩い衝動を抱く債向がある｡

i.日の見えない人は,他器官が非常に敏感である｡

6.左利きの子どもに対して右手の使用を教えると､感情的に大きな影響を与える｡

7.優れた催眠術師は､他人を思いのままに動かすことができる｡

8.蛇や蜘妹といったものに対する恐怖は､人類に普遍的なものであるo

9.人の新生児は､他のより下等な動物の新生児(仔)と比較すると,生まれつき持ち合わ

( )(

せている行動(生得釣行動)の種類が多い｡

)i&.先天性盲(生まれつ春日が見えない)でも､手術で百の梼能が正常になれぱ､普通の人

と同uようにものを見ることがで垂るo

( )( )ll.乳児に特別な幸健(動くあるいほ音のでるおもちゃなど)を多く与えることによってそ

の知能を飛曜的に伸ばすことができる｡

( )(

( )(

( )(

く)(

( )(

( )(

( )(

( )(

( )(

( )(

)12.ショIyク療法は神経症の治療に用いられる｡

)13.夢を見ている時を除き､陳眠中は脳の講動が休止している｡

)14.人は善悪の心(たとえば良心)を生まれながら持っているo

)lS.英才教育は早く始めるにこしたことはない｡

)16.精神分裂病の患者に社会復賭の遺はなく､その生涯を病院で過ごさなければならないo

)ll.新生児は､ものを見たり聞いたりすることができない｡

)18.苦己憶は古いものほど忘れる｡

)1g.ニワトリや7ヒルに見られる追従行動(親の後を追う行動)は遺伝的に規定されたもの

である｡

)20.原始的な社会に住む人の方が文化的な社会に住む人よりも視覚や聴覚において優れてい

る｡

)2l.標準的な乳児は13ヶ月で独り歩きをする｡ 16ヶ月しても歩けない場合ほ閉局である｡

)z2.個人の問題を解決するにあたって精神科医の助けを求めるような人間は､自身の間層を

直視し､それを自分の力で解決しようとする意志に乏しいといわざるを得ない｡

)23.心理学が正常な人に貢献できることははとんど無い｡

)24.夢を見ない人がいる｡

)25.天才と臥とは紙一重である｡

)26_目の見えない人は､他人の顔に触れることによって,その顔つ垂をありありと心に思い

浮かべることができる｡

)27.新生児にとって幸運なことは､人(母親)が強い母性本能を有した生き物であるという

ことである｡

)28.血液型から性格がわかる｡

)29.両親とも日本人であれば,その手どもはいかなる環境にあっても本質的には日本人の性

格を示す｡

)30.望みの行動を野出陳後も持続する良い方法旺､訓練中にその行動が起こる度に報酬を与え

ることである｡

)31.子ども杜大人よりずっとたやすく妃憶できる｡

)追.一卵性双生児であれば､姿･形だけでなくその性格もよく似ている.

)33.精神科医とは､精神分析を用いる医師と定義づけられる｡

)34.日の見えない人が障青物を避けることができるのは､視覚の欠如を補うために発達した

特殊な感覚によるものである｡

)旦む人は生まれた時の貫己億を有している｡

)36.強く動機づけられる場合はど,難しい問題でも解決できるo

)37.筆訂己式の性格検査では､意抱されていない動機を含め,人の基本的な動機を明らかにす

る｡

)38.萄の広い人比知能が高い｡

)39.出産前の母親が何らかの心的外傷を体験した場合,特に出産に近いほど､その手どもは

結果的に心理的なダメージに苦しむことになる｡

調査l

娯答串 確信庶

25.8 1.21

36.7 0.7与

祖述 1.38

60.9 -0.58

93.O 12.80

56.3
-0.23

28.9 l.45

32.0 1_29

23.4 1.45

52.3 -0.33

77.3 11.49

aiii -2.10

25.0 i. 20

18.e 1.95

3.9 2.67

32.0 1.54

85.9 -2.29

61.7 -8.63

82.8 11.47

32.0 1.37

14.8 2.15

63.8 -0.56

85.9 -2.16

50.8 0.15

41.4 0.35

56.3 -0.20

43.8 0.26

85.9 1l.69

52.3 -0.03

10.2 2.20

60.2 -0.32
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調査2

誤答率 確信度

22.4 1.44

48.3 0.$9

10.3 2.16

52.6 -8.29

95.? -2.96

56.9 -0.41

36.2 0.98

37,1 0.53

25.0 1.24

56.9 -O.23

81.9 -i.31

-0

1

1)

0

2

2

2

一之

塾J -2.61

27.8 0.98

18.1 1.93

2.6 2.94

28.4 l. 48

88.8 12.10

68.4 10.87

84.5 -I.78

33. 6 1. 20

18.1 2.01

55.2 -0.21

82.8
-1.85

42.2 0.33

31.0 8.64

65.5 -0.62

34.5 0.79

81.9 -1.34

57.8 -0.30

12.1 2. 14

58.0
-0.2B
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)40･知臆が非常に優秀な子どもは､普通の子どもより感情的な順応性に欠ける傾向があるo

)All･亡層療法は現実世界とのつながりを失った瑞神病の患者の治掛こ最も黄献している.
)42.催眠状態にある時,人は普段見せることのない力を出すことができる｡

)43･優秀な大学生より､棲準的な大学生の方がたいがい大器取成である.

)坐.左利きの人iま､右利きの人とくらペて器用である｡

)45.適当な訓練がなされれぱ､普通の乳児でもニヶ月は早く歩けるようになるo

)46.飢え､渇き､性欲とは異なり,好奇心や探索は学習された動機づけである.

)A!.知能は生まれた後の環境(経験や学習を含む)によって規定される｡

)48.すべての人はその他力において平等に生まれついている｡

)49.精神分裂病患者は分裂した)i-ソナ')ティの持ち主である｡

)50.乳児が母親に抱く愛憎の基礎は､母親が生母的欲求(食べ物など)を満たしてくれるこ

とにある｡

)51.年齢を重ねるはど､人は情動をかき立てられる樺会や襲雌が少なくなるo

)52･子どもの時に欲求不満を体験しないように保護された人lまど,大人になってからの欲求

不蘇によく耐えられる｡

)i&.神軽症は精神病の1種である.

)54.夜尿症(おねしょ)は心理的要因が原因であるo

)55･疑最豊かな心酔学者なら､写真を見てその人の阜整哀楽を正確に読みとることができる｡
)56. ''愛”や"封官'においては､大抵,正反対の特徴を持つ人に惹かれる｡

)57.一膿学者は人間の精神分析を行う｡

)58･知的に非常に優れた子どもは､普通の子どもより体が弱く,肩気にかかりやすい僚向が

ある｡

)S9.人糾也の動物より多くの本能を有している｡

)60. α心の研究”というのが､今日の心理学の最も簡藷な定義である.

)6l.恐怖は正常なものであるが､不安は異常なものである.

)62･自閉症や精神分裂病などの心の病は,たいがい親子間の相互作用の失敗にその原因を帰

することができる｡

)63.行動を変えるには､ "井けよりd罰pの方が効果的である.

)64.赤い色が最も蛾牛を怒らせる.

)65.J膿学者はその瓢牌ゆえ､他の人より''人の心を読む''ことができ､その人が何を考え､

何を感じているかを言い当てることができる｡

)66.性欲は人の最も強い衝動である｡

)67.知能検査は､生まれつき有している知的地力をはかるものである｡

)68.b雌蔓性とは元来非輪寺的なものであるから､本当に素晴らしい創造的活動を行う鳩舎､

輸理的推姶は何らその役割を果たさない｡

)69･人と異なり,下等動物は飢え､渇き,性欲といった生理的欲求によってのみ動機づけら

れている｡
′

)70.忘却の主な原因は､ぎ己櫨痕跡が時間とともに薄れて行くことにある｡

)71.子どもの知能指数と学校の廟との間には経とんど関係がない｡

)遊.星占いや手柑鑑定などには心理学的裏付けがある｡

)73.･C,守学者は主に､ d何が人を狂わせるのが､ "どうすればそれを治せるがという問

題に取り組んでいる｡

)74_肺癌と喫建との高い相調関係は､タJ<コが肺癌の原因であることを意味する｡

)了5.心理学者は心の研究者である｡

)76.新生児あるいは乳児の感覚は大人と同L:くらい完成されたものである｡

)ll.想い出せなということは､ ``記憶されていない''かあるいは"忘れt=''ことを意味する｡

)過.訓練さえ積めぱ維でもカウンセラーになれる｡

)1!.最近､透視や念力などのいわゆる超心理学的現象が世界の心理学者によって盛んに取り

上げられている｡

)旦0.
JC嘩学で結人以外の動物の行動を研究の対象と放しない｡
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33.6
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50.0 -0.15

34.5 0.89

52.6 0.03
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調査へのご協力ありがとうございました｡記入漁れがないか今一度ご確認下さい.

最後に以下の項目にお答え下さい(学簿番号以外は該当する項目に○をつけて下さい) ｡

学部(教育･工学･経済･経常) 学籍番号( ) 性別(男･女)

心理学の受講経験(有る･無し)

J亡碩学への興味阻亡､ (非常にある･かなりある･少しある･全くな.い)

(注1)新たに追加した項目はその番号に下線を引いたものである｡

(注2)確信度はC2を表示してある｡

(注3)確信度の評定については,調査実施前に黒板を使って説明を加えた｡

(注4)群間(調査1と調査2のⅠ群)に有意差が認められた項目の誤答率に下線を引いた｡


